
これまでの計画の方向性を継承

　【基本目標】　　　高齢者がいきいきと、安心して、暮らせる共生のまちづくり　　　～人生１００年時代の到来～

施
策
の
柱

◆　生きがい・社会参加・地域貢献の推進
〇　高齢者のデジタル技術の習得促進

　　　　　　　　　（スマートフォン・タブレット等の活用講座の実施）

◆　主体的な健康づくり・介護予防の促進
〇　後期高齢者のデータヘルスの推進

　（ＫＤＢシステムを活用して、健康課題を分析・把握し、
　　　　　　　　　　保健事業と介護予防を一体的に実施する）

　　　　〇　生活習慣病予防に向けた取り組みの推進
　（「高血圧ゼロのまち」に向けた保健指導、減塩の推進など）

　　　　〇　フレイル対策の強化
　　　　　　　（高齢者サロン等への専門職の派遣、介護予防リーダーの育成など）

◆　見守り合い・支え合いの地域づくり
　　〇　地域の「互助」の充実

　　　　　（「自助」「互助」「共助」「公助」の機能の連携
　　　　　　　特に、自発的な相互の支え合いである「互助」の基盤づくりの支援）

◆　総合的な認知症対策の推進

　〇　認知症の人が発信できる場の構築
（認知症の人本人が経験や現状を自らの言葉で語り、前向きな姿を

　　　　　　　　発信することで活躍の場を創出するとともに、認知症に関する理解

　　　　　　　　促進のきっかけとする。）

◆　家族介護者への支援

〇　複合的な課題を抱えた家庭・ケアラーへの対応

◆　地域支援体制（医療・介護の連携）の強化
〇　とびうめ＠きたきゅうの推進

          〇　相談体制の充実

◆　介護サービス等の充実（ポストコロナをにらんで）
〇　介護人材確保

           〇　介護施設のサービス継続
           〇　介護施設の感染症防御力の向上

◆　権利擁護・虐待防止の充実・強化
　　〇　成年後見制度中核機関の機能充実

◆　安心して生活できる環境づくり
　　　　　〇　災害時における避難支援

（仮称）次期いきいき長寿プラン　【計画期間：令和３～５年度】　　（案）
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（１）高齢化のさらなる進展と生産年齢人口の減少 （２）社会保障給付費の増加 （３）新型コロナウィルスの感染拡大

本市の高齢化率（総人口に占める65歳以上の割合）は、全国平均を上回
る速さで進行し、今後も高い水準で推移する。特に、７５歳以上の割合は、
大幅に増加することが見込まれている。一方で、生産年齢人口は減少傾
向が続くと推計されている。

　北九州市 　（２０２０年）　　　　　　   （２０４０年）　　　　　　2020→2040
・総人口　　 　946,338人　　　    　　 807,022人　              ▲139,316人
・15～64歳　　539,009人（57.0％)　  422,797人（52.4％）　　▲116,212人
・65～74歳　　138,624人（14.6％） 　120,924人（15.0％）　　▲  17,700人
・75歳以上　　152,249人（16.1％） 　174,716人（21.6％） ＋ 22,467人

本市の国保加入者の１人当たりの医療費は増加傾向。
介護サービスを利用する割合が高い７５歳以上の高齢者数の増加に伴
い、介護サービス等の費用総額も、今後、大きく増加が見込まれている。

▼国保加入者　         （H２９年度）　　　（H３０年度）　　　　　（Ｒ元年度）
     １人当たり医療費　　４０５千円　 　　　４１１千円　　　　　４２０千円

＋６千円　　　　＋９千円
　　　　　　　　　　　　　　 （H２９年度）　　　（H３０年度）　　 　 　（Ｒ元年度）
▼介護サービス費用　　　８８８億円　　　　　９１７億円　　　　９４８億円

＋２９億円 ＋３１億円

令和２年、全国的に新型コロナウィルスの感染が拡大し、本市でも、３月
以降、陽性患者が発生している。４月には、「緊急事態宣言」が発出さ
れ、３密を避ける観点から、外出自粛やイベント中止等の要請が行われ
たことから、市民生活に大きな影響が及んだ。

・陽性患者累計　　６７５人　（令和2年10月20日時点）
・大きな影響が出た市の高齢者関連事業

　　　　　　高齢者サロン、認知症カフェ、各種研修会の中止
　　　　　　年長者研修大学校、いこいの家の利用中止　等

いきいきと健康で、
生涯現役で活躍できるまち

高齢者と家族、地域がつながり、
支え合うまち

住みたい場所で
安心して暮らせるまち

③ 感染防止対策・災害対応の備え
オンラインの活用など、各種事業の実施方法を工夫し、感染予防

との両立をはかるとともに、感染症や災害発生時を想定し、特に介

護サービスなどの事業を継続できる備えを講じる。

【質の向上推進会議での意見】

・今回は、新型コロナウィルスの感染拡大だが、危機はそれだ

けではない。新しい感染症や災害も含めた対応を想定する

必要がある。

・高齢者の支援の場で、感染防止しながらどう寄り添っていくか、

オンライン活用するなら、どうやって一体感を作るか検討して

いく必要がある。

② 地域共生社会の実現
地域住民と行政などが協働し、地域や個人が抱える生活課

題を解決していくことができるよう、包括的な支援体制を構築

し、地域包括ケアシステムの推進、地域づくりに取り組む。

【高齢者実態調査】

・近所付き合いについて、「何か困ったときに助け合える

親しい人がいる」は、３０．３％にとどまる。

【質の向上推進会議での意見】
・地域で「お互い様」と連携していくことが重要。

互助の必要性について、市民への周知、理解を進め

ていく必要がある。

① 高齢者の意欲の増進
６５歳＝老後ではなく、意欲・能力を活かして、社会活動に取り組むこ
とを支援する。また、各種事業におけるＩＣＴの導入・活用拡大とあわ
せ、高齢者にもデジタル技術の習得を促し、高齢期の備えについての
啓発を行う。
【高齢者実態調査】 （６５歳以上の元気な高齢者対象の回答より）

・「何歳から高齢者だと思うか」という質問に対して、

「７５歳以上」が最も多く、３０．９％

・「スマホを使っている」は、３５．９％ と高い。

・「終活について関心がある」は、４７．９％ と高い。

【質の向上推進会議での意見】

・高齢者に、デジタル技術は難しいという発想はやめたほうがいい。
きっかけがあれば高齢者も活用する。

計画の骨子

策定にあたっての３つの視点
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①
いきいきと健康で、
生涯現役で
活躍できるまち

②
高齢者と家族、
地域がつながり、
支え合うまち

③
住みたい場所で
安心して
暮らせるまち

地域の見守り合いの支援 地域全体で「見つける」「つなげる」「見守る」取組の推進　他

地域での支え合いの充実 校区の作戦会議（協議体）の運営支援や住民主体の支え合いの基盤づくり　他

地域包括支援センターを中心とした相談と支援体制の充実

若年性認知症施策の強化

生きがい・社会参加・地域貢献の推進

〔基本目標〕　　高齢者がいきいきと、安心して、暮らせる共生のまちづくり～人生１００年時代の到来～

施策の方向性

若年性認知症コーディネーターを中心とした連携体制づくり　他

生涯を通じた健康づくり・介護予防の推進
主体的な健康づくり・介護予防の促進

地域で取り組みやすく、継続しやすい仕組みづくり

見守り合い・支え合いの地域づくり

認知症に関する正しい知識の普及啓発、通いの場における取組の推進　他
総合的な認知症対策の推進

認知症予防の充実・強化

就労や特技・趣味をいかした社会参加の支援

地域貢献につなげる仕組みづくり

家族介護者の生活を支援する

市民センターを拠点とした健康づくり事業の実施、リーダー（普及員）の育成・活動支援　他

「認知症サポーター」の養成、認知症の人が発信できる場の構築　他

認知症サポート医の養成、関係者が連携できる体制づくり　他

認知症介護家族交流会の開催、認知症カフェの支援・連携強化　他

認知症への理解を深め、「やさしい地域づくり」の推進

認知症の人の生活を支える医療・介護体制の構築

認知症の人や家族を支える相談・支援体制の強化

官民一体となった連携を図るための北九州市オレンジ会議の開催　他

地域の人が見守り・支え合いの当事者となる意識づけ　他

関係機関の連携強化、家族介護者の交流機会の提供、仲間づくり　他

介護に対する理解、事業者に対する仕事と介護の両立への理解の促進　他

要介護認定の適正化、自立に向けた介護予防支援・介護予防ケアマネジメントの充実　他

介護サービス事業経営者への研修、魅力ある介護の職場づくり表彰　他

安心して生活できる環境づくり
安全・安心な環境づくり

ケアマネジメント研修の実施、社会福祉施設従事者研修事業　他

地域包括支援センター等の相談窓口の機能強化・相談体制の充実　他

権利擁護・虐待防止の充実・強化
高齢者の虐待防止対策の強化

地域支援体制（医療・介護の連携等）の強化

介護保険制度の適正な運営

介護人材の確保と定着

介護保険サービスの提供（在宅サービス）、介護予防・生活支援サービスの周知・提供　他

介護保険サービスの提供（施設・居住系サービス）、特別養護老人ホーム等の整備　他

高齢者に配慮した多様な住まいの普及・確保

高齢者の権利擁護の推進

在宅生活を支援するサービスの充実

安心して外出できる環境づくり

成年後見制度の利用促進、中核機関（成年後見支援センター）の機能充実　他

虐待対応職員等に対する研修の実施、関係機関との連携強化　他

高齢者に配慮した住宅、サービス付き高齢者向け住宅の普及　他

おでかけ交通の支援、福祉有償運送の実施支援　他

介護者の孤立感をなくす

高齢者向けサービス産業の支援

主な施策

年長者研修大学校等におけるスマホ講座の実施、生きがいづくり・仲間づくり　他

いきがい活動ステーションにおける専任コンシェルジュによる活動のサポート　他

地域支援コーディネーター等による具体的な地域活動とのマッチング　他

「高血圧ゼロのまち」にむけた取組、保健事業と介護予防の一体的実施、フレイル対策　他

とびうめ＠きたきゅうを中核とした、在宅医療と介護が切れ目なく提供される環境づくり　他

避難行動要支援者避難支援事業、消費者被害対策の実施　他

生活の質の向上に貢献するビジネス創出の支援　他　

地域に根ざした高齢者福祉施設の整備

地域・民間・行政が一体となった認知症対策の推進

見守り・支え合いの当事者を増やす

地域支援体制の強化

目標

高齢者の生きがいづくり・仲間づくり

基本的な施策

介護サービス等の充実 介護サービスの質の向上

家族介護者への支援

地
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